
独
立
歩
兵
第
百
二
十
大
隊
は
昭
和
十
七
年
四
月
十
四
日
、
山

形
市
に
お
い
て
編
成
完
結
、

初
代
大
隊
長
陸
軍
大
佐
山
下
良
眼
、

五
月
二
十
一
日
山
西
省
臨
汾
に
最
終
梯
団
が
到
着
し
、
同
地
付

近
の
警
備
に
任
ず
。

七
月
十
日
～
二
十
日
、
山
西
省
孝
義
県
付
近
、
対
晋
汾
陽
南

東
方
地
区
作
戦
、
二
代
大
隊
長
陸
軍
大
佐
早
川
鉄
二
、
三
代
陸

軍
中
佐
石
井
富
太
郎
。

昭
和
十
八
年
四
月
五
日
～
五
月
二
十
六
日
、
大
行
山
脈
一
帯

の
十
八
春
大
行
作
戦
参
加
。
七
月
一
日
～
三
十
一
日
、
山
西
省

陵
川
県
付
近
の
十
八
夏
大
行
作
戦
参
加
。
四
代
大
隊
長
陸
軍
中

佐
柏
木
求
馬
。
九
月
二
十
二
日
～
十
一
月
二
十
日
、
山
西
省
大

岳
地
区
一
帯
、
十
八
秋
大
岳
地
区
作
戦
参
加
。

昭
和
十
九
年
二
月
、
大
隊
は
臨
汾
地
区
警
備
を
独
歩
第
二
百

一
大
隊
に
移
譲
。
新
た
に
第
三
十
七
師
団
（
大
陸
打
通
作
戦
参

加
の
た
め
）
よ
り
山
西
省
王
茅
鎮
付
近
の
黄
河
河
防
警
備
を
継

承
。
二
十
二
日
よ
り
移
駐
開
始
、
三
月
十
日
一
切
完
了
。

四
月
九
日
～
十
三
日
、
山
西
省
稷
王
山
周
辺
地
区
粛
正
作
戦

参
加
。
四
月
二
十
五
日
～
五
月
五
日
、
西
北
河
南
作
戦
参
加
。

作
戦
終
了
と
共
に
大
隊
は
河
南
省
河
南
村
班
村
付
近
に
進
駐
、

同
地
に
橋
頭
堡
構
築
し
確
保
な
ら
び
に
守
備
に
任
ず
。
五
代
大

隊
長
陸
軍
中
佐
間
野
俊
夫
。
八
月
二
十
五
日
、
西
北
河
南
作
戦

に
お
け
る
武
功
抜
群
に
て
、
第
一
軍
司
令
官
よ
り
感
状
を
授
与

さ
れ
る
。
九
月
十
五
日
～
十
月
二
日
、
汾
南
地
区
山
西
軍
撃
滅

作
戦
参
加
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
六
代
大
隊
長
陸
軍
大
尉
岡
本
一
雄
。
三

十
一
日
、
南
村
地
区
橋
頭
堡
の
守
備
を
独
警
第
二
十
八
大
隊
に

移
譲
し
、
第
十
三
軍
隷
下
に
入
る
た
め
中
支
へ
転
進
。
四
月
二

十
日
、
江
蘇
省
宝
山
県
着
。
陣
地
構
築
守
備
に
任
ず
。
八
月
十

八
日
復
員
下
令
。
昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
一
日
、
九
八
六
名

内
地
帰
還
の
た
め
上
海
港
出
帆
。
佐
世
保
上
陸
後
、
二
十
七
日

故
郷
楯
岡
に
帰
る
。

勝
兵
団
・
我
が
戦
陣
の
記
　 

山
形
県
　
須
藤
幸
一
　 

私
は
昭
和
十
五
年
十
二
月
三
日
、
現
役
兵
と
し
て
盛
岡
に
集

合
入
隊
し
、
北
支
で
最
初
の
現
地
教
育
を
受
け
た
初
年
兵
で
あ



る
。翌

日
に
は
個
人
装
備
の
兵
器
や
被
服
が
支
給
さ
れ
、
軍
服
に

着
替
え
、
恰
好
は
一
人
前
の
兵
と
な
る
。
そ
し
て
、
六
日
に
は

芝
浦
港
か
ら
「
暁
に
祈
る
」
の
歌
で
送
ら
れ
、
勇
躍
、
中
国
大

陸
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
週
間
ほ
ど
で
我
等
を
乗
せ
た
貨
物
船
「
永
興
丸
」
は
上
陸

地
の
塘
沽
港
に
着
い
た
が
、
輸
送
車
が
配
車
で
き
ず
、
三
日
ほ

ど
船
内
に
待
た
さ
れ
る
。
よ
う
や
く
配
車
な
っ
た
と
の
こ
と
で

下
船
、
実
弾
一
五
発
づ
つ
渡
さ
れ
、
貨
物
車
に
乗
り
込
み
出
発

す
る
。

石
家
荘
の
兵
站
で
給
養
を
受
け
、
そ
こ
を
出
る
と
忽
ち
北
部

太
行
山
脈
に
か
か
る
。
汽
車
は
重
畳
た
る
山
ま
た
山
を
あ
え
ぎ

な
が
ら
走
り
、
山
を
越
え
る
と
畑
が
展
け
明
る
く
な
る
。

二
日
余
り
の
汽
車
旅
で
着
い
た
所
は
山
西
省
霍
県
で
あ
っ

た
。
昭
和
十
五
年
十
二
月
十
八
日
、
夜
八
時
を
過
ぎ
て
い
た
と

思
う
。
徒
歩
十
数
分
ぐ
ら
い
で
北
兵
舎
に
着
く
。

翌
日
は
霍
県
城
内
の
本
部
か
ら
増
田
部
隊
長
や
副
官
が
見
え

て
広
場
に
整
列
し
た
我
等
に
長
い
訓
示
が
あ
り
、
そ
の
日
は
家

郷
へ
の
礼
状
や
便
り
を
書
か
さ
れ
た
。
そ
の
翌
日
か
ら
は
容
赦

無
く
猛
訓
練
が
始
ま
る
。
訓
練
は
熾
烈
を
極
め
た
。
然
も
凛
冽

の
酷
寒
で
あ
る
。
そ
し
て
食
缶
洗
い
や
洗
濯
の
水
の
苦
労
は
大

変
な
も
の
で
あ
る
。
煙
草
一
本
吸
う
時
間
さ
え
な
い
、
二
個
以

上
は
整
頓
、
三
歩
以
上
は
駈
足
だ
。
一
週
間
を
過
ぎ
た
頃
の
真

夜
中
、
け
た
た
ま
し
い
銃
声
。「
非
常
呼
集
」
が
か
か
り
、
古

兵
等
は
す
ぐ
出
動
し
た
。
北
兵
舎
東
方
の
大
張
村
台
上
か
ら
射

っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

教
練
も
進
み
、
各
個
教
練
か
ら
密
集
教
練
へ
、
そ
し
て
い
よ

い
よ
我
等
の
重
機
関
銃
教
練
に
入
る
。
毎
日
の
食
事
は
ね
ば
り

け
皆
無
の
ポ
ロ
ポ
ロ
飯
、
汁
は
皮
ご
と
の
馬
鈴
薯
汁
に
太
刀
魚

の
ぶ
つ
切
れ
が
入
っ
て
い
た
が
、
一
ヵ
月
後
の
月
例
身
体
検
査

で
は
お
お
か
た
の
人
は
体
重
が
増
え
て
い
た
。

二
月
に
作
戦
が
あ
っ
て
、
そ
の
留
守
に
三
中
隊
の
南
堡
警
備

隊
に
派
遣
さ
れ
、
警
備
勤
務
し
な
が
ら
の
教
練
で
あ
っ
た
。
こ

こ
も
一
ヵ
月
位
で
北
兵
舎
に
戻
る
。
そ
し
て
三
月
末
に
は
一
期

検
閲
を
受
け
、
速
成
な
が
ら
一
人
前
の
兵
と
な
る
。

四
月
に
入
る
と
中
原
大
会
戦
が
始
ま
り
、
同
年
兵
の
半
数
は

編
成
に
組
ま
れ
て
参
加
す
る
。
我
等
七
名
は
那
須
班
長
の
下
に

下
楽
平
村
の
台
上
に
苦
力
を
叱
咤
し
て
ト
ー
チ
カ
建
設
に
従
事



す
る
。

六
月
に
な
る
と
中
原
会
戦
も
終
わ
り
、
参
加
将
兵
が
帰
隊
す

る
と
共
に
各
中
隊
の
警
備
地
交
代
と
な
り
、
我
が
第
四
中
隊
は

霍
県
の
西
方
二
八
キ
ロ
の
地
、
汾
西
に
行
く
こ
と
と
な
る
。

あ
る
日
、
人
事
係
に
呼
び
出
さ
れ
給
与
係
の
助
手
を
命
ぜ
ら

れ
献
立
表
や
記
帳
が
仕
事
と
な
っ
た
が
、
な
に
よ
り
辛
か
っ
た

こ
と
は
毎
週
一
回
の
糧
抹
受
領
で
あ
っ
た
。
霍
県
の
野
戦
倉
庫

ま
で
四
〇
頭
ほ
ど
の
ロ
バ
を
引
い
た
苦
力
を
指
揮
し
て
二
八
キ

ロ
の
山
道
を
往
復
す
る
の
で
あ
る
。
中
隊
か
ら
の
護
衛
一
個
分

隊
は
途
中
の
僧
念
警
備
隊
ま
で
、
そ
こ
か
ら
霍
県
ま
で
は
僧
念

警
備
隊
の
一
個
分
隊
が
護
衛
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
我
々
の

み
交
代
な
し
で
五
六
キ
ロ
を
歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

野
戦
倉
庫
に
着
く
や
、
慌
た
だ
し
く
糧
抹
を
受
領
し
、
苦
力

を
叱
咤
し
て
ロ
バ
に
積
ま
せ
帰
途
に
つ
く
の
で
あ
る
が
、
汾
西

に
着
く
頃
は
真
っ
暗
に
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
に
駐
留
中
も
幾
度
か
警
備
行
軍
に
参
加
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
し
て
十
二
月
に
入
る
と
部
隊
が
ら
み
の
警
備
地
交
代
で
、
今

度
行
く
所
は
嵐
県
の
東
村
鎮
と
い
う
所
で
討
伐
し
な
が
ら
の
移

動
だ
っ
た
。
一
週
間
ほ
ど
の
行
軍
で
新
任
地
嵐
県
東
村
鎮
に
着

く
。
我
が
第
四
中
隊
は
東
村
鎮
よ
り
さ
ら
に
西
北
方
一
四
キ
ロ

程
行
っ
た
寨
子
村
だ
っ
た
。
こ
の
付
近
に
は
夜
に
な
る
と
狼
が

出
没
し
、
豚
さ
え
持
っ
て
い
か
れ
る
と
の
事
で
村
で
は
飼
っ
て

い
な
か
っ
た
。

燃
料
の
石
炭
を
背
中
に
積
ん
で
四
、
五
頭
の
酪
駝
が
三
日
お

き
ぐ
ら
い
に
来
た
。
そ
の
看
貫
（
重
量
を
計
る
）
に
は
私
が
立

ち
合
い
だ
っ
た
。

そ
の
年
も
暮
れ
て
昭
和
十
七
年
と
な
る
。
家
郷
の
正
月
を
想

い
出
さ
せ
る
よ
う
に
八
路
軍
の
伝
単
が
警
備
地
付
近
に
撒
か
れ

た
。
厭
戦
気
分
を
お
こ
さ
せ
る
文
句
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

二
月
の
あ
る
寒
い
日
、
確
度
甲
の
青
報
が
入
っ
た
。
そ
れ
は

八
路
軍
の
一
隊
が
日
本
軍
警
備
隊
を
襲
撃
し
、

大
戦
果
を
収
め
、

木
会
溝
と
い
う
山
間
の
村
で
今
夜
祝
の
宴
会
が
催
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
、
我
が
横
尾
中
隊
は
隊
長
以
下
主
力
を
以
て
行
動
を
開

始
し
た
。
夜
陰
に
乗
じ
、
進
興
峠
を
越
え
て
木
会
溝
を
目
指
し

た
。
防
寒
覆
面
を
つ
け
夜
通
し
歩
い
た
。
そ
し
て
木
会
溝
を
見

下
ろ
す
山
の
中
腹
ま
で
来
て
待
機
し
夜
明
け
を
待
っ
た
。
そ
の

間
、
身
を
つ
ん
ざ
く
寒
さ
で
あ
る
。

敵
を
前
に
し
て
焚
火
も
出
来
ず
、
声
も
出
せ
な
い
。
た
だ
じ



っ
と
し
て
寒
さ
を
こ
ら
え
て
待
つ
。
夜
明
け
も
近
い
頃
あ
い
、

静
か
に
山
を
下
り
、
部
落
の
三
〇
メ
ー
ト
ル
手
前
で
先
ず
威
嚇

の
擲
弾
筒
一
発
を
打
ち
込
み
、
一
斉
に
部
落
に
突
入
す
る
。
不

意
を
つ
か
れ
た
敵
兵
は
右
往
左
往
の
大
狼
狽
、
入
り
乱
れ
て
の

白
兵
戦
と
な
る
。

こ
の
戦
闘
で
こ
ち
ら
は
一
人
の
犠
牲
者
も
出
ず
、
戦
果
は
甚

大
と
い
う
こ
と
で
、
た
っ
た
一
晩
の
出
動
だ
っ
た
が
軍
隊
手
帳

に
は
「
木
会
溝
の
戦
闘
に
参
加
」
と
記
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
年
の
四
月
に
、
第
六
十
九
師
団
（
勝
兵
団
）
が
、
新
し

く
編
成
さ
れ
る
第
三
十
六
師
団
（
雪
兵
団
）
と
独
立
混
成
第
三

旅
団
（
造
兵
団
）
か
ら
の
転
属
者
と
、
そ
れ
に
各
中
隊
か
ら
の

重
機
手
で
機
関
銃
中
隊
が
で
き
る
。
そ
し
て
部
隊
の
通
称
号
は

勝
第
四
二
一
五
部
隊
と
な
る
。
部
隊
長
は
村
川
大
佐
で
あ
っ
た
。

新
編
成
の
中
隊
は
大
い
に
気
合
が
か
か
っ
た
。
演
習
、
作
業
、

寒
稽
古
と
独
混
時
代
と
比
べ
暇
の
な
い
毎
日
だ
っ
た
。

五
月
十
四
日
、
慌
し
く
命
令
受
領
の
喇
叭
が
本
部
か
ら
鳴
り

渡
っ
た
。
各
隊
の
命
令
受
領
者
は
時
な
ら
ぬ
喇
叭
に
本
部
へ
走

る
。
命
令
は
作
戦
命
令
で
、「
只
今
、
興
県
方
面
で
八
路
軍
の

反
動
分
子
が
反
共
独
立
軍
を
結
成
し
八
路
軍
と
交
戦
中
だ
か

ら
、
日
本
軍
に
至
急
応
援
を
頼
む
」
と
の
事
で
あ
る
。
目
印
の

旗
は
白
地
に
髑
髏
が
書
い
て
あ
る
と
い
う
。
我
が
中
隊
も
全
員

集
合
が
か
か
り
、
人
事
係
か
ら
編
成
を
達
せ
ら
れ
、
各
分
隊
は

装
備
を
整
え
出
発
を
待
つ
。

歩
兵
四
個
中
隊
に
重
機
、
山
砲
の
各
隊
は
夜
十
一
時
、
東
村

鎮
を
出
発
。
途
中
、
寨
子
村
か
ら
第
四
中
隊
が
合
流
し
興
県
へ

と
向
か
う
。
十
六
日
昼
頃
、
呉
家
溝
附
近
で
尖
兵
が
射
た
れ
る
。

忽
ち
そ
れ
を
撃
破
し
敵
の
本
拠
で
あ
る
興
県
を
急
襲
す
べ
く
そ

の
日
は
夜
を
徹
し
て
急
行
す
る
。

明
け
て
十
七
日
払
暁
、
予
定
通
り
北
方
よ
り
二
個
中
隊
、
川

添
よ
り
本
部
並
び
に
山
砲
機
関
銃
を
含
め
た
四
個
中
隊
で
包

囲
、
急
襲
し
た
が
、
も
う
既
に
蛻
の
殼
で
あ
っ
て
、
僅
か
に
オ

ン
ド
ル
の
温
み
が
残
っ
て
い
た
。
部
隊
は
長
時
間
止
ま
る
こ
と

は
危
険
と
の
判
断
か
ら
部
隊
を
結
集
し
、
二
キ
ロ
程
離
れ
た
部

落
で
休
息
し
て
、

十
八
日
十
時
帰
隊
す
べ
く
行
動
を
開
始
し
た
。

す
る
と
、
間
も
な
く
進
路
方
向
の
山
か
ら
敵
が
攻
撃
し
て
き
た
。

尖
兵
中
隊
が
こ
れ
を
撃
破
し
な
が
ら
行
軍
を
続
行
し
た
が
、
午

後
二
時
頃
に
な
る
と
前
方
、
左
右
の
山
々
に
敵
兵
が
黒
く
な
っ

て
押
し
寄
せ
て
く
る
気
配
、
我
が
部
隊
は
完
全
に
包
囲
さ
れ
て



い
た
の
で
あ
る
。

正
に
四
面
楚
歌
の
声
で
あ
る
。
敵
は
喇
叭
を
吹
い
て
攻
撃
を

し
か
け
て
く
る
。
銃
声
は
谷
間
に
木
霊
し
て
耳
を
つ
ん
ざ
く
。

我
が
軍
は
こ
れ
に
一
発
必
殺
の
射
撃
で
応
戦
、
近
づ
く
敵
と
白

兵
戦
を
交
え
つ
つ
活
路
を
見
出
す
べ
く
、
二
個
中
隊
を
以
て
中

央
突
破
攻
撃
に
出
る
。
夜
の
九
時
頃
か
突
破
部
隊
の
勇
敢
な
攻

撃
で
撃
退
に
成
功
、
と
同
時
に
部
隊
は
急
行
軍
で
山
路
の
悪
路

を
進
む
。
人
馬
共
に
命
が
け
の
撤
退
行
軍
で
あ
る
。

十
九
日
朝
、
田
家
会
の
部
落
に
到
着
し
、
速
や
か
に
四
方
の

台
上
を
占
領
し
陣
地
を
構
築
し
、
一
部
の
兵
で
朝
食
の
準
備
に

と
り
か
か
る
。
敵
軍
も
我
が
軍
と
並
行
し
て
来
た
も
の
で
、
忽

ち
台
上
か
ら
射
っ
て
く
る
。
日
中
は
火
兵
戦
で
あ
っ
た
が
、
夜

に
入
る
と
勇
敢
に
も
敵
は
手
榴
弾
を
持
っ
て
我
が
陣
地
に
攻
撃

し
て
く
る
。
そ
れ
に
こ
ち
ら
は
、
月
明
か
り
を
た
よ
り
に
彼
等

が
近
づ
く
の
を
息
を
こ
ろ
し
て
待
ち
伏
せ
、
い
よ
い
よ
近
づ
く

と
白
刃
を
か
ざ
し
て
一
斉
に
突
撃
し
、
夜
叉
の
ご
と
く
白
兵
戦

を
交
え
る
。

稲
田
中
尉
は
軍
刀
を
か
ざ
し
て
突
撃
し
た
が
帰
っ
て
こ
な

い
。
津
軽
分
隊
長
は
腹
部
貫
通
弾
で
戦
死
、
吉
田
射
手
は
両
腕

を
射
抜
か
れ
る
、
次
々
と
負
傷
者
が
出
て
戦
力
も
激
減
す
る
。

悲
惨
な
情
況
は
筆
舌
に
つ
く
し
が
た
い
程
で
あ
る
。
何
し
ろ
投

擲
さ
れ
た
手
榴
弾
が
陣
内
で
数
十
発
も
炸
裂
す
る
の
で
あ
る
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
中
に
夜
が
明
け
か
か
る
。
敵
の
攻
撃
も

ひ
と
と
き
緩
む
。
急
遽
、
部
隊
は
田
家
会
に
集
結
し
、
戦
死
者

は
馬
に
く
く
り
つ
け
、
負
傷
者
は
担
架
に
、
歩
け
る
者
に
は
頑

張
れ
と
励
ま
し
て
行
く
。
後
尾
の
中
隊
は
敵
の
追
撃
を
阻
止
し

な
が
ら
逐
次
後
退
す
る
。
東
方
の
大
満
山
を
越
え
て
友
軍
の
警

備
地
ま
で
は
ま
だ
三
〇
キ
ロ
も
あ
る
。
綿
の
ご
と
く
疲
れ
て
命

が
け
の
撤
退
で
あ
る
。
戦
死
者
十
余
名
負
傷
者
三
〇
余
名
。
こ

の
戦
闘
は
全
く
敵
の
ゲ
リ
ラ
作
戦
に
は
ま
っ
た
敗
戦
で
あ
っ

た
。我

等
は
第
一
線
の
常
と
し
て
敵
情
次
第
で
年
に
数
回
の
出
動

を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
長
期
の
作
戦
で
は
、
十

八
年
春
の
南
部
太
行
作
戦
が
あ
る
。
飯
盒
炊
さ
ん
と
食
事
以
外

は
ぶ
っ
通
し
の
行
軍
一
五
〇
キ
ロ
余
も
歩
き
、
ど
う
し
て
か
こ

ん
な
時
に
は
敵
と
遭
遇
し
た
く
な
る
。
少
し
の
時
間
で
も
休
め

る
か
ら
だ
。

昭
和
十
九
年
四
月
に
東
村
鎮
か
ら
蒲
州
に
移
駐
す
る
。
渡
支



以
来
初
め
て
電
灯
の
あ
る
兵
舎
で
、
快
適
な
生
活
だ
っ
た
が
、

そ
れ
も
束
の
間
、
五
月
に
は
西
北
河
南
作
戦
が
始
ま
る
。

私
は
第
一
小
隊
長
塚
田
少
尉
の
伝
令
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
前
、
将
校
当
番
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
、
人
事
係
の
高
山
曹
長
に

自
分
は
当
番
は
駄
目
だ
と
掛
け
合
っ
て
、「
命
令
」
と
一
喝
さ

れ
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
当
の
塚
田
少
尉
に
直
ぐ
に
こ
の
度
は

銃
手
と
し
て
活
躍
し
た
い
か
ら
交
代
し
て
く
れ
な
い
か
と
談
判

し
た
。
塚
田
少
尉
は
茨
城
県
水
海
道
の
出
身
で
色
浅
黒
く
気
骨

の
あ
る
一
風
変
わ
っ
た
将
校
だ
っ
た
。
こ
の
河
南
作
戦
中
も
作

戦
会
議
で
は
部
隊
長
と
は
意
見
が
合
わ
ず
作
戦
終
了
後
、
壘
部

隊
（
独
歩
第
十
四
旅
団
）
に
左
遷
さ
れ
、
そ
の
後
の
作
戦
で
戦

死
し
て
い
る
。

そ
れ
で
私
に
言
う
こ
と
に
は
、「
実
は
黄
河
の
渡
河
戦
で
三

分
の
一
か
、
情
況
次
第
で
は
そ
れ
以
上
の
死
傷
者
が
で
る
か
も

知
れ
な
い
の
だ
、
そ
の
時
の
予
備
銃
手
と
し
て
自
分
が
選
ん
で

と
っ
て
お
い
た
の
だ
、
や
り
づ
ら
い
だ
ろ
う
が
頼
む
」
と
願
わ

れ
、
何
と
も
致
し
方
な
く
引
き
受
け
た
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯

が
あ
る
。

さ
て
事
件
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
日
、
我
等
四
年
兵
の
発

案
で
、「
こ
の
度
の
渡
河
戦
で
我
等
は
黄
河
の
藻
屑
と
な
る
身

だ
、
ど
う
せ
あ
と
数
日
の
命
な
の
だ
と
三
年
兵
を
混
じ
え
て
最

後
の
会
食
を
し
よ
う
や
」
と
一
決
し
た
の
で
あ
る
。

段
取
り
と
し
て
場
所
は
初
年
兵
教
育
隊
隣
の
空
兵
舎
、
時
間

は
日
夕
点
呼
後
速
や
か
に
集
合
の
事
、
酒
と
料
理
は
本
部
の
炊

事
長
で
あ
る
同
年
の
吉
田
に
頼
む
。
そ
の
他
、
苦
力
に
チ
ャ
ン

酎
を
買
わ
せ
て
準
備
す
る
。
皆
、
心
ウ
キ
ウ
キ
、
日
夕
点
呼
が

終
わ
る
や
す
ぐ
さ
ま
約
束
の
場
所
に
集
合
し
、
吉
田
が
心
づ
く

し
の
酒
と
料
理
で
飲
め
や
食
え
や
と
大
騒
ぎ
、
賑
や
か
な
宴
会

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
九
時
半
も
過
ぎ
た
頃
、
突
然
、
週
番
士
官
の
塚
田

少
尉
が
入
っ
て
き
て
、「
誰
に
消
灯
延
期
の
許
可
を
受
け
て
い

る
の
か
、
す
ぐ
班
に
帰
っ
て
休
め
」
と
言
っ
て
出
て
行
っ
た
が
、

そ
の
後
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
宴
会
に
厩

週
番
上
等
兵
の
内
芝
が
週
番
腕
章
を
つ
け
た
ま
ま
一
緒
に
飲
ん

で
い
た
の
を
見
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
週
番
士
官

が
出
て
行
っ
た
あ
と
彼
は
厩
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
が
、
時
、
既

に
塚
田
少
尉
は
厩
に
先
に
行
っ
て
い
て
、
内
芝
が
戻
る
や
い
き

な
り
「
勤
務
中
、
酒
飲
み
と
は
何
た
る
事
だ
」
と
拳
で
殴
ら
れ
、



口
か
ら
血
を
流
し
て
い
る
と
当
番
の
一
人
が
宴
会
続
行
中
の
我

等
に
報
ら
せ
に
き
た
の
で
あ
る
。

同
年
兵
一
同
、
厩
に
急
行
し
た
。
す
る
と
内
芝
は
口
か
ら
血

を
流
し
痛
そ
う
に
呻
い
て
い
る
。
ど
う
や
ら
下
顎
が
割
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
こ
れ
で
は
放
っ
て
お
け
な
い
と
週
番
下
士
官
に
通

報
し
、
本
部
医
務
室
に
連
れ
て
行
く
。
診
断
の
結
果
、
や
は
り

左
下
顎
が
骨
折
し
て
い
る
と
の
事
で
そ
の
ま
ま
、
馬
に
蹴
ら
れ

た
こ
と
に
し
て
入
院
と
な
る
。

一
方
、
お
さ
ま
ら
な
い
の
が
こ
ち
ら
四
年
兵
で
あ
る
。
週
番

士
官
と
は
い
え
我
等
と
同
年
兵
な
の
だ
、
上
官
暴
行
も
止
む
を

得
な
い
や
る
べ
し
と
い
き
り
立
っ
た
の
で
あ
る
。
明
日
な
き
命

と
殺
気
立
っ
て
い
た
し
、
こ
の
大
作
戦
を
目
前
に
し
て
如
何
な

る
事
件
を
惹
き
起
こ
そ
う
と
、
こ
の
作
戦
を
中
止
し
て
ま
で
我

等
を
軍
法
会
議
に
送
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
、
と
相
談
が
ま
と

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

天
兵
団
の
隷
下
各
隊
は
既
に
出
動
準
備
が
で
き
、
軍
馬
は
嘶

な
き
、
満
州
か
ら
は
工
兵
、
戦
車
、
自
動
車
の
各
部
隊
が
応
援

に
到
着
し
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
洋
兵
団
の
一
部
は
行
動
を
開

始
し
て
い
る
と
聞
く
。
風
雲
ま
さ
に
急
を
告
げ
て
い
る
。
そ
し

て
何
よ
り
も
我
が
中
隊
は
村
川
部
隊
の
虎
の
子
と
い
わ
れ
、
中

で
も
我
等
四
年
兵
は
機
関
銃
中
隊
の
精
鋭
と
自
負
し
て
い
る
。

我
等
を
編
成
か
ら
外
す
こ
と
は
ど
う
考
え
て
も
あ
り
得
な
い
の

だ
。
外
せ
ば
戦
力
は
半
減
す
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え

て
の
決
行
で
あ
る
。

我
等
同
年
兵
は
、
入
隊
時
三
六
名
だ
っ
た
が
、
戦
死
、
転
属
、

他
隊
勤
務
等
で
約
半
分
の
二
〇
名
ほ
ど
と
な
っ
て
い
た
。
段
取

り
と
し
て
こ
の
四
月
に
任
官
し
た
山
口
、
青
山
、
中
畑
の
三
名

が
塚
田
少
尉
の
室
に
乗
り
込
み
、
詫
び
を
せ
よ
と
迫
る
。
そ
こ

で
謝
れ
ば
よ
し
、
若
し
高
飛
車
に
出
た
ら
外
へ
引
き
出
し
、
袋

叩
き
に
す
る
こ
と
と
し
て
実
行
に
ふ
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

先
づ
山
口
以
下
三
人
が
彼
の
室
に
上
が
り
こ
ん
だ
。
外
の
我

等
は
自
を
こ
ろ
し
て
中
の
様
子
を
窺
う
。
三
人
は
内
芝
の
怪
我

の
状
能
を
説
明
し
そ
の
暴
行
を
詫
び
る
よ
う
に
迫
っ
た
の
で
あ

る
。
彼
は
う
な
だ
れ
て
聞
い
て
い
た
が
反
省
し
た
の
だ
ろ
う
。

や
や
あ
っ
て
素
直
に
詫
び
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
こ
の
度
の
作
戦
は
何
と
し
て
も
君
達
が
頼
り
だ
。

お
互
い
協
力
し
合
っ
て
最
善
を
尽
く
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
。
頼
む
」
と
頭
を
下
げ
た
の
で
あ
る
。
い
き
り
立
っ
て
い
た



外
の
我
等
も
張
り
つ
め
た
気
が
抜
け
る
と
共
に
大
事
に
到
ら
な

か
っ
た
事
で
ほ
っ
と
し
て
、
い
ざ
帰
ろ
う
と
い
う
所
へ
山
口
曹

長
が
軍
刀
を
手
に
し
て
現
わ
れ
、「
君
等
の
不
満
は
よ
く
分
か

る
。
だ
が
大
作
戦
を
前
に
し
て
大
義
を
あ
や
ま
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
せ
い
。
夜
も
更
け
て
い
る
各
自
班
に
帰
っ
て
休
め
」
と

言
っ
て
姿
を
消
し
た
。

そ
の
翌
日
、
山
口
曹
長
に
よ
っ
て
三
年
兵
以
下
全
員
集
合
を

か
け
ら
れ
、
彼
独
特
の
覇
気
あ
る
高
い
声
で
訓
示
が
始
ま
る
、

そ
し
て
最
後
に
「
四
年
兵
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
戦
闘
を
体
験

し
た
い
わ
ば
千
軍
万
馬
の
中
を
往
来
し
た
つ
わ
も
の
で
あ
る
、

こ
れ
か
ら
は
一
層
四
年
兵
に
対
し
て
勤
め
を
励
む
よ
う
に
」
と

結
ん
で
解
散
し
た
。

い
よ
い
よ
五
月
七
日
、
我
が
部
隊
は
、
本
部
、
歩
兵
五
個
中

隊
、
機
関
銃
、
歩
兵
砲
の
七
個
中
隊
、
若
干
の
留
守
兵
を
残
し

部
隊
あ
げ
て
の
参
加
で
あ
る
。

部
隊
は
延
々
長
蛇
の
ご
と
く
、
中
條
山
を
越
え
て
黄
河
渡
河

点
に
進
軍
す
る
。

五
月
九
日
未
明
、
渡
河
点
で
あ
る
河
堤
村
に
到
着
し
、
恩
賜

の
酒
を
頂
き
、
決
死
の
覚
悟
で
渡
河
す
る
。
渡
河
に
気
付
い
た

敵
兵
は
対
岸
の
陣
地
か
ら
一
斉
に
銃
砲
弾
を
浴
び
せ
て
く
る
。

川
幅
は
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
工
兵
隊
の
鉄
舟
に
伏
し
て
十
字
砲

火
の
中
、
対
岸
に
上
陸
す
る
。

そ
れ
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
、
対
岸
の
敵
陣
地
か
ら
は
耳
を

つ
ん
ざ
く
ば
か
り
の
銃
砲
撃
と
鉄
舟
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
が
両
岸

の
山
に
木
霊
し
て
、
物
す
ご
く
河
面
を
覆
う
煙
幕
と
、
そ
れ
を

照
ら
す
照
明
弾
の
青
い
光
、
そ
の
情
況
を
三
浦
天
兵
団
長
は
、

「
舟
中
剣
に
伏
し
て
敵
前
を
渡
る
、

月
下
強
襲
砲
煙
を
冒
す
、

見
よ
天
兵
団
破
竹
の
ご
と
く
、
先
鋒
既
に
抜
く
眉
山
の
険
」
と

謳
い
あ
げ
た
。

渡
河
す
る
や
台
上
の
敵
陣
地
に
迫
る
。
月
明
の
下
「
富
士
」

「
桜
」
の
合
言
葉
を
交
わ
し
つ
つ
敵
味
方
入
り
乱
れ
て
の
白
兵

戦
、
中
で
も
機
関
銃
・
長
内
隊
長
を
先
頭
に
指
揮
班
は
大
奮
戦
。

勇
敢
に
も
敵
の
迫
撃
砲
陣
地
に
突
入
、
白
刃
を
ふ
る
い
た
っ
た

一
二
名
で
小
銃
五
丁
、
迫
撃
砲
二
門
を
分
捕
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
板
垣
衛
生
兵
は
重
傷
を
負
い
て
後
送
さ
れ

る
。作

戦
は
延
々
と
続
き
、
と
く
に
双
廟
付
近
の
戦
闘
は
熾
烈
を

極
め
、

一
晩
に
五
回
も
突
撃
を
敢
行
し
夜
が
明
け
た
の
で
あ
る
。



敵
と
遭
遇
し
な
け
れ
ば
連
日
行
軍
が
続
く
、
幾
日
か
過
ぎ
た

あ
る
日
、
秦
嶺
山
脈
の
東
に
展
け
た
麦
畑
の
中
の
広
い
一
本
道

に
さ
し
か
か
る
。
麦
は
豊
か
に
色
づ
い
て
い
た
。
す
る
と
前
方

か
ら
後
へ
逓
伝
「
四
列
縦
隊
を
作
れ
」
と
の
こ
と
だ
。
小
走
り

に
間
合
い
を
つ
め
て
四
列
と
な
る
。
す
る
と
突
如
、
山
陰
か
ら

米
軍
戦
闘
機
、
カ
ー
チ
ス
ホ
ー
ク
Ｐ51

が
現
わ
れ
、
四
列
縦
隊

の
真
上
を
機
関
砲
で
薙
ぎ
倒
す
よ
う
に
数
機
が
交
代
に
射
撃
し

て
来
た
の
だ
。

道
の
両
側
は
二
メ
ー
ト
ル
余
り
の
水
路
で
、
小
銃
分
隊
は
素

早
く
水
路
を
跳
ん
で
麦
畑
に
散
開
し
た
が
、
歩
兵
砲
、
機
関
銃

の
馭
兵
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

我
が
中
隊
は
丁
度
柳
並
木
の
あ
る
部
落
に
さ
し
か
か
っ
て
い

た
の
で
建
物
の
陰
や
軒
下
な
ど
に
避
難
し
て
事
無
き
を
得
た
。

銃
手
は
直
ち
に
高
射
用
意
し
、
飛
来
す
る
敵
機
に
八
つ
の
重
機

で
一
斉
に
打
ち
ま
く
っ
た
。
ほ
ど
な
く
敵
機
は
去
っ
た
が
、
そ

の
後
は
日
中
の
行
軍
は
な
る
べ
く
控
え
て
夜
行
軍
が
多
く
な

る
。作

戦
開
始
後
一
ヵ
月
を
過
ぎ
た
六
月
十
日
、
秦
嶺
山
脈
大
■

回
作
戦
の
命
令
が
下
る
。

大
秦
嶺
の
山
越
え
は
苦
難
を
極
め
た
。

道
な
き
道
を
人
馬
共
に
一
歩
一
歩
前
進
し
た
。
中
で
も
最
た
る

難
所
は
秦
嶺
の
峯
あ
た
り
、
名
だ
た
る
険
所
魔
天
峰
越
え
で
あ

っ
た
。
石
盤
の
切
り
立
っ
た
隘
路
を
ど
う
し
て
も
通
り
抜
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
馬
の
荷
を
下
ろ
し
、
馬
の
腹
に
ロ
ー

プ
を
縛
り
つ
け
た
上
で
、
十
数
名
の
兵
で
そ
の
ロ
ー
プ
を
少
し

づ
つ
ゆ
る
め
恐
れ
る
馬
を
馭
兵
が
無
理
に
崖
下
の
細
い
道
に
下

ろ
す
の
だ
が
、
そ
の
道
も
断
崖
の
上
の
道
で
、
過
っ
て
足
を
踏

み
外
せ
ば
下
は
眼
も
く
ら
む
千
仭
の
谷
な
の
で
あ
る
。
全
員
命

が
け
で
や
っ
と
の
事
で
全
馬
を
下
ろ
し
終
わ
っ
た
時
は
、
ほ
っ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
よ
り
部
隊
は
山
を
下
る
の
で
あ
る
が
、
間
も
な
く
暮
れ

て
夜
に
な
る
。
部
隊
は
左
右
の
山
上
に
警
備
分
隊
を
立
て
、
そ

こ
で
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
夜
半
に
な
る
と
南
台

上
の
分
隊
は
敵
襲
さ
れ
死
傷
者
を
出
す
始
末
。
夜
も
更
け
る
と

あ
ち
こ
ち
で
銃
声
が
お
こ
り
、
小
銃
隊
に
続
い
て
重
機
の
我
等

も
急
な
柴
山
を
よ
じ
登
る
。
そ
こ
で
空
中
で
赤
く
炸
裂
す
る
不

思
議
な
弾
丸
に
見
舞
わ
れ
た
が
無
事
朝
を
迎
え
る
。
そ
そ
く
さ

と
朝
食
を
す
ま
し
ま
た
山
を
下
る
。

中
腹
ま
で
下
り
た
と
こ
ろ
遥
か
眼
下
の
平
野
を
黄
塵
を
あ
げ



て
敵
の
大
部
隊
が
退
却
し
て
行
く
の
だ
。
最
後
尾
の
騎
馬
部
隊

が
土
煙
り
の
中
に
見
え
か
く
れ
す
る
。
も
し
我
が
部
隊
が
よ
り

早
く
平
野
に
下
り
て
い
て
、
こ
の
大
部
隊
と
遭
遇
し
て
い
た
ら

大
激
戦
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
み
す
み
す
敵
の
退
却
す
る
様
を

見
過
ご
し
て
麓
へ
下
り
る
。

そ
の
後
大
敵
と
遭
遇
す
る
事
な
く
行
動
し
た
が
、
六
月
末
に

は
作
戦
も
終
了
し
、
再
び
蒲
州
へ
戻
る
こ
と
な
く
黄
河
の
右
岸

会
興
鎮
に
旅
団
本
部
、
第
八
十
五
大
隊
は
三
庄
頭
に
、
そ
し
て

我
が
中
隊
は
槐
樹
凹
に
駐
屯
す
る
。

暑
い
夏
で
、
毎
日
裸
で
陣
地
構
築
作
業
に
精
出
し
た
。
空
襲

を
さ
け
て
夜
間
作
業
も
続
い
た
。
野
兎
が
多
く
、
ま
た
、
大
き

な
蝗
も
多
く
い
た
。

十
月
末
頃
、
人
事
係
の
高
山
曹
長
に
呼
び
出
さ
れ
、
日
本
馬

の
検
血
輸
送
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
大
隊
本
部
の
乗
馬
、
歩
兵
砲
機

関
銃
の
日
本
馬
全
部
の
採
血
（
試
験
管
入
）
を
太
原
の
病
馬
■

ま
で
届
け
る
の
だ
。
骨
箱
よ
り
や
や
大
き
め
の
箱
に
ぎ
っ
し
り

試
験
管
を
立
て
て
、
割
れ
な
い
よ
う
に
綿
を
つ
め
、
箱
を
白
布

で
包
み
遺
骨
の
よ
う
に
首
か
ら
胸
に
下
げ
、
歩
兵
銃
の
代
り
に

■
銃
を
携
行
し
、
黄
河
を
舟
で
渡
り
、
中
條
山
を
越
え
て
運
城

に
出
る
。

兵
站
に
一
泊
し
、
翌
日
、
同
蒲
線
で
太
原
に
向
か
う
。
そ
の

夜
は
太
原
の
兵
站
に
泊
り
、
翌
朝
八
時
頃
兵
站
を
ひ
と
先
づ
出

て
、
北
支
派
遣
乙
〇
〇
部
隊
（
病
馬
■
）
に
行
く
。
門
を
入
る

と
守
衛
所
が
あ
り
、
あ
か
あ
か
と
ス
ト
ー
ブ
が
燃
え
て
い
た
。

守
衛
に
案
内
さ
れ
て
行
く
と
、
担
当
の
獣
医
中
尉
が
出
て
来
た
。

申
告
を
済
ま
せ
、
と
あ
る
建
物
に
案
内
さ
れ
入
る
と
、
白
衣
の

女
子
等
数
十
人
が
一
斉
に
こ
ち
ら
を
向
い
た
。
い
さ
さ
か
照
れ

臭
か
っ
た
が
指
示
通
り
渡
し
終
わ
り
、
帰
り
し
な
守
衛
に
礼
を

述
べ
て
、
今
度
は
太
原
陸
軍
病
院
へ
行
く
。

河
南
作
戦
で
重
傷
を
負
い
、
こ
こ
で
治
療
し
中
隊
復
帰
し
た

板
垣
衛
生
兵
か
ら
の
頼
み
の
た
め
だ
。
入
院
中
、
彼
が
世
話
に

な
り
相
思
相
愛
の
仲
に
な
っ
た
尾
山
愛
子
看
護
婦
へ
の
用
事
が

あ
る
の
だ
。
外
科
病
棟
に
行
き
案
内
の
衛
生
兵
に
つ
い
て
長
い

廊
下
を
行
く
と
、
奥
ま
っ
た
所
に
衛
生
兵
等
の
室
が
あ
り
「
尾

山
看
護
婦
は
今
、
手
術
室
に
い
る
が
す
ぐ
終
わ
る
か
ら
こ
こ
で

待
っ
て
て
く
れ
」
と
い
わ
れ
て
、
暫
く
待
つ
と
体
格
の
よ
い
看

護
婦
が
入
っ
て
来
て
「
尾
山
で
す
。
ど
う
も
わ
ざ
わ
ざ
御
苦
労

様
で
す
」
と
言
う
、
そ
こ
で
板
垣
か
ら
頼
ま
れ
た
用
事
を
伝
え



る
。
近
況
な
ど
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
、
帰
り
に
紙
に
包
ん
だ
菓

子
を
く
れ
て
よ
こ
し
た
。

そ
の
晩
も
兵
站
泊
り
、
映
画
を
観
に
出
よ
う
と
思
っ
た
が
、

兵
站
で
の
話
し
で
は
最
近
、
憲
兵
が
う
る
さ
く
て
駄
目
だ
と
の

こ
と
、
残
念
だ
が
断
念
し
た
。

翌
日
、
帰
隊
す
べ
く
運
城
に
向
か
う
。
丁
度
そ
の
日
が
明
治

節
と
あ
っ
て
兵
站
で
は
赤
飯
が
振
る
舞
わ
れ
、
夜
は
映
画
館
へ

ゆ
く
。
轟
夕
起
子
主
演
の
「
キ
ャ
ラ
コ
」
さ
ん
と
、
あ
と
一
本

は
時
代
物
だ
っ
た
。
三
日
目
に
会
興
鎮
へ
行
く
ト
ラ
ッ
ク
が
出

る
と
聞
き
、
そ
れ
に
便
乗
し
て
無
事
帰
隊
す
る
。

そ
の
年
も
暮
れ
て
、
明
け
れ
ば
昭
和
二
十
年
、
正
月
過
ぎ
初

年
兵
を
迎
え
る
。

そ
の
後
、
会
興
鎮
の
厩
勤
務
な
ど
し
て
、
三
月
に
は
対
空
射

撃
要
員
と
し
て
旅
団
本
部
に
配
属
さ
れ
る
。
黄
河
の
茅
津
渡
し

を
見
下
ろ
す
台
上
に
偽
装
網
を
か
け
た
高
射
砲
、
用
意
し
た
銃

側
で
春
の
陽
を
浴
び
て
い
た
。
対
岸
の
畑
は
一
面
桃
の
花
盛
り

で
美
し
く
、
本
間
君
が
連
れ
て
来
た
仔
犬
と
た
わ
む
れ
て
い
た

が
、
敵
機
が
飛
来
す
れ
ば
瞬
時
に
射
撃
を
開
始
し
た
。

そ
の
頃
、
誰
言
う
と
な
く
部
隊
は
中
支
へ
移
動
す
る
そ
う
だ

と
■
が
ひ
ろ
が
る
。
そ
れ
が
事
実
で
、
四
月
に
な
る
と
先
発
隊

が
繰
り
出
し
、
第
六
十
九
師
団
隷
下
の
各
部
隊
は
次
々
と
転
進

す
る
。

我
等
分
隊
は
旅
団
配
属
を
解
か
れ
中
隊
復
帰
、
今
度
は
兵
器

係
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
中
支
へ
移
動
時
の
兵
器
輸
送
に
携
わ
る
。

部
隊
は
行
軍
と
汽
車
の
旅
を
続
け
、
五
月
上
旬
、
新
任
地
へ

着
く
。
師
団
は
嘉
定
県
へ
、
機
関
銃
中
隊
は
城
外
の
兵
舎
に
落

着
く
。
厩
は
ク
リ
ー
ク
の
向
こ
う
側
で
舟
で
往
来
し
た
。

気
候
は
良
し
、
何
よ
り
電
灯
生
活
が
快
適
で
喜
ん
だ
。
落
ち
着

い
て
間
も
な
く
太
湖
の
仲
の
島
、
武
進
島
へ
陣
地
構
築
用
の
木

材
伐
採
の
援
護
に
中
隊
の
主
力
を
あ
げ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

何
処
へ
行
く
に
も
舟
だ
か
ら
馬
は
必
要
な
し
。
重
機
は
い
つ

も
分
解
搬
送
だ
。
島
に
上
陸
し
た
ら
水
苗
代
や
桑
畑
が
あ
り
、

養
蚕
も
し
て
い
て
故
郷
を
思
わ
せ
る
。

七
月
に
な
る
と
任
務
も
終
わ
り
島
を
出
る
。
太
湖
を
渡
り
無

錫
に
つ
い
た
時
は
暗
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
蘇
州
で
は
久

し
振
り
に
映
画
を
観
る
。
数
日
の
舟
旅
で
嘉
定
に
帰
る
。

そ
の
後
、
中
隊
は
嘉
定
か
ら
一
キ
ロ
余
り
離
れ
た
所
へ
移
駐

す
る
。



終
戦
の
日
、
八
月
十
五
日
、
そ
の
日
は
暑
く
、
我
が
分
隊
は

三
中
隊
の
一
小
隊
と
木
材
伐
採
の
援
護
と
い
う
こ
と
で
早
目
に

昼
食
を
す
ま
し
、
カ
ン
カ
ン
照
り
の
中
、
分
解
搬
送
で
出
動
し

た
。
途
中
ま
で
行
く
と
後
か
ら
騎
馬
伝
令
が
駈
け
て
き
て
、
す

ぐ
中
隊
に
帰
れ
と
言
う
。
直
ち
に
と
っ
て
返
す
。

中
隊
に
帰
る
と
全
員
集
合
が
か
け
ら
れ
、
遠
山
中
隊
長
が
お

も
む
ろ
に
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
終
戦
と
な
っ
た
事

を
述
べ
、
別
命
あ
る
ま
で
私
物
な
ど
整
理
し
て
お
く
よ
う
に
と

言
わ
れ
る
。
必
勝
を
信
じ
、
東
洋
平
和
が
く
る
ま
で
と
努
力
し

て
き
た
今
日
ま
で
の
過
去
を
思
い
、
各
自
複
雑
な
気
持
ち
で
整

理
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
演
習
や
教
練
も
一
切
な
し
。
十
月
、
あ
る
雨
の
日
、

武
装
解
除
と
な
り
、

兵
器
と
名
の
つ
く
も
の
は
全
部
返
納
し
た
。

馬
匹
返
納
に
は
取
扱
兵
と
し
て
十
数
名
が
残
さ
れ
た
。

そ
の
後
上
海
か
ら
数
キ
ロ
離
れ
た
劉
家
溝
に
滞
在
す
る
。
何

す
る
こ
と
な
く
毎
日
付
近
の
農
家
へ
稲
の
収
穫
の
手
伝
い
に
出

か
け
た
。
田
の
仕
事
が
な
く
な
る
と
道
路
補
修
な
ど
に
か
り
出

さ
れ
た
。
こ
の
辺
は
十
二
月
に
な
っ
て
も
山
形
あ
た
り
の
秋
の

陽
気
で
、
霜
の
お
り
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
毎
日
が
暖
か
く
好

い
天
気
が
続
い
た
。

宿
舎
前
の
ク
リ
ー
ク
で
は
、
海
に
近
い
せ
い
か
潮
の
干
満
を

利
用
し
て
舟
が
往
来
し
て
い
た
。
干
潮
の
時
は
土
手
に
無
数
の

蟹
が
■
い
だ
し
て
バ
ケ
ツ
一
杯
く
ら
い
は
す
ぐ
捕
れ
た
。
部
隊

で
は
無
聊
を
慰
め
ん
と
演
劇
な
ど
も
催
さ
れ
た
。

そ
う
こ
う
し
て
昭
和
二
十
一
年
二
月
に
な
る
と
復
員
の
■
が

流
れ
、

一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
た
復
員
の
命
が
部
隊
に
下
る
。

上
海
市
役
所
の
広
場
に
整
列
し
、
私
物
検
査
を
受
け
、
そ
の

日
の
午
後
二
時
頃
米
軍
の
上
陸
用
舟
艇
に
乗
り
込
む
。
舟
足
は

早
く
翌
日
夕
方
に
は
佐
世
保
に
着
く
。

船
内
で
は
い
ろ
い
ろ
な
デ
マ
が
飛
び
、
皆
不
安
だ
っ
た
が
、

故
国
の
山
が
見
え
た
時
は
到
々
帰
っ
た
の
だ
と
感
慨
無
量
。
下

船
し
尾
張
海
兵
団
の
宿
舎
ま
で
歩
く
。
一
夜
を
過
ご
し
南
風
崎

駅
か
ら
車
中
の
人
と
な
り
、
一
路
帰
郷
の
途
に
つ
く
。

中
国
大
陸
に
五
年
余
、
青
春
と
命
を
捧
げ
て
奉
公
し
た
。
だ

が
少
し
も
悔
い
と
思
っ
て
い
な
い
の
が
吾
な
が
ら
不
思
議
で
あ

る
。

【
解

説
】

第
六
十
九
師
団
独
立
歩
兵
第
八
十
五
大
隊（
勝
四
二
一
五
部
隊
）



昭
和
十
七
年
三
月
二
日
、
軍
令
甲
八
号
に
よ
り
、
独
立
混
成
第

十
六
旅
団
復
員
並
び
に
第
六
十
九
師
団
臨
時
編
成
下
令
、
編

成
地
山
西
省
嵐
県
東
村
鎮
、
大
隊
長
陸
軍
大
佐
、
村
川
正
一
。

九
月
七
日
～
二
十
日
、
山
西
省
臨
県
周
辺
地
区
作
戦
参
加
。

十
二
月
二
十
五
日
～
三
十
日
、
汾
陽
北
方
地
区
作
戦
参
加
。

昭
和
十
八
年
四
月
五
日
～
五
月
二
十
二
日
、
十
八
春
大
行
山
脈

作
戦
参
加
。

九
月
二
十
一
日
～
十
一
月
三
十
日
、
十
八
秋
晉
西
北
作
戦
参

加
。

十
一
月
二
十
一
日
～
十
二
月
二
十
八
日
、
山
西
省
離
石
県

（
省
中
部
大
原
西
方
）
西
北
地
区
作
戦
参
加
。

昭
和
十
九
年
三
月
、
警
備
移
駐
山
西
省
永
済
県
蒲
州
着
。

四
月
十
五
日
～
七
月
五
日
、
西
北
河
南
作
戦
参
加
。

四
月
二
十
九
日
、
大
隊
長
陸
軍
中
佐
、
西
村
勘
次
。

昭
和
十
九
年
七
月
～
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
、
河
南
省

陜
県
地
区
橋
頭
堡
の
守
備
。

昭
和
二
十
年
二
月
一
日
、
在
支
部
隊
臨
時
編
成
（
編
成
改
正
）

下
令
。

四
月
十
四
日
、
警
備
移
駐
江
蘇
省
嘉
定
県
嘉
定
着
。
三
代
大

隊
長
大
尉
、
森
田
豊
太
郎
。

八
月
十
五
日
、
復
員
下
令
。

四
月
十
四
日
～
九
月
二
日
、

滬
海
道
地
区
嘉
定
付
近
の
守
備
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
十
三
日
、
内
地
帰
還
の
た
め
主
力

一
、
〇
五
三
名
上
海
出
帆
。
十
六
日
、
佐
世
保
市
上
陸
。

編
成
以
来
の
死
亡
者
一
八
四
名
。
入
院
患
者
四
四
名
。
生
死

不
明
者
一
八
名
。
入
監
者
二
名
。
計
二
四
八
名
。
外
に
転
属

者
一
八
二
名
。

追
想
　
中
支
戦
線
　 

愛
媛
県
　
大
原
四
郎
　 

昭
和
初
期
、
白
砂
青
松
の
続
く
我
が
古
里
の
海
岸
は
、
漁
師

が
沖
で
釣
を
し
て
お
り
、
経
済
大
恐
慌
で
日
本
国
中
は
大
揺
れ

だ
っ
た
。
幼
き
我
々
は
余
り
関
係
な
く
、
夏
は
六
尺
褌
を
肩
に

絣
の
パ
ン
ツ
に
シ
ャ
ツ
（
手
製
）
に
て
兄
や
友
と
よ
く
泳
ぎ
に

行
っ
た
。

潮
が
引
く
と
浜
よ
り
沖
へ
二
キ
ロ
い
や
三
キ
ロ
も
遠
浅
と
な




